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初島南東沖シロウリガイ群集内のメイオベントスの

生態について

白山 義久 ゜1

｢しんかい2(χMJDIVE226 及び227t こおいて初鳥沖|ご発達するシロウリガ４の僵

占する群集の内外から採集した堆積物を用いて．線虫艱を中心としたメ４オペ冫ト

スの群集構造を研究した．メイオベントスの個体数密度は，実験区と対饐区とで大

差なかった．

高次の動物群でみると，実験区では貧毛穎が顕著で，鱆皮虫韻が欠けているのが

注目された． ネマト ーダ・コペポーダ比は. DIVE226 の爵集内の試料で特|こ高か

った． 線虫相は実験区の方が種数が少なく．多様度，平坦度共dこ低かった．堆積物

内の鉛直梢造を見ると．実験区の方が表層と下層との類似度が高か･.た．以上のよ

うなシロウIJガイ群襲内のメイオベントスの特鐓は，チオピオースと呼ばれる高硫

化物驟境|こみられる群襲のものと類似している．そこでイーストフラワーガーデン

から知られているチオピオース群集との比較も行った．

ECOLOGICAL  STUDIES OF MEIOBENTHOS  IN A
CALYPTOGENA  DOMINANT  COMMUNITY  DEVELOPING

OFF  HATSUSHIMA, CENTRAL  JAPAN

YoshiKisa SH1RAYAMA*2

In  dives 226  and  227  of  the deep-sea submersible  SHINKAI  2000

(JAMSTEC)  sediment  samples  were  collected both  in and  outside the

'dominant  community  developing  at depths  around  1,100  to

1,200  m  off Hatsushuna,  Sagami  Bay, Central Japan  The  sediment  within

this Hatsushiina community  was  very coarse, black in color and smelling of

hydrogen  sulfide, suggesting an  anaerobic condition. The  sediment in the

control area was  wei!≪oxygenated fine silt, which  is common  in the bathyal

depths  of  the  bay.  Using  these samples,  the community  structures of

meiofauna,  especially nematodes,  in and  outsides of the Hatsushiroa commu*

nity were studied.

The  abundance  of  meiofauna  in the Hatsusliima community  was  not

significantly different from  that in the control area. At  the level of major

taxonomic  groups, oligochaetes were  conspicuous  in the Hatsushima  com-

munity,  while the lack of kinorhynchs, which were the third dominant  group

in the control community,  was  noteworthy.  The  nematodc/copcpod  ratio
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was  significantly lughcr in the Hatsushlma  community  than in the control

are a.

Nematode  assemblages within the Hatsushima  community  were poorer in

number  of species and lower m  species diversity and  evenness than those in

the control area. No  species occurred commonly  both  In and  outside the

ecosystem.  Regarding  the  vertical structure within  the  sediment,  in the

llat&u&hiraa community,  the susfact wa*  siiniiai to the. sub-

surface one, but in tte control area a drastic change  in species composition

was  noticed. All the above  characteristics found  in the meiobenthos  of the

Calypzogem~6om ＼T＼znt Hatsushima  community  are similar to those of the

meiofauna  in sulfjde-rich environments,  or "ihjobiose". and  the nematode

fauna  of the Hatsushima  community  was  compared  with the other thiobiotic

nematode  assemblages known  from East Flower  Cardcn.

［はじめに］

ガラ/ ゴ゙ス諸島沖の東太平洋海膨の大洋底拡大

軸付近1こ， 太陽の光エネルギーではなく。地下か

ら噴出する熱水に含まれる硫黄を中心とした物貿

の地球化学的エネルギーに依存する生態系が発見

されてから，既に10 年の蔵月が流れた。 そしてこ

の間に，般長30  cm を 越える シロ ウリガ イ や

Vestimentifera などＲ:代 表される巨 大な底生生

物の生態Ｒ:関しては，実|こ精力的に調べられ，多

戮の新しい知見が明らかにな･｡てきている(Hessler

and Smithey,1984 ）。 しかし，メイオベントス

（ｌｍｍ以 下の底 生生物 ）|とついては，探海ベン

トスの重要な要素の一つであるにもかかわらず。

ほとんど詞べられていない。その主な埋由は，熱

水生態系が枕状溶岩の上に発達しているために，

砂拉の間隙を主な生息場所とするメイオベント ス

を定lil的に採集すること が不可能に近いためと考

えられるが，実際|こは。僅かに堆積している砂泥

中にも，多数のメイオベントスが存在しているこ

とは間違いない。

わが閥の周辺海域でも,1985 年に行われたＫＡ･

ＩＫＯ計画ｇ 来，いくっかの シロウリガイが優占す

る熱水生態系類似の生物群集が発見されて きた。

しかしその生息場所にはわずかな温度の異常はあ

るものの，熟水の噴出は認められない。この様な

低温の生態系は， 米国のオレゴン沖などに も知ら

れているが，ここに棲息する底生生物は，堆積物

内の遺留水か湧出 する地域で，その湧水|こ含まれ
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ている有機物を主なエネルギー源として繁栄して

いるものと推測されている。この非為水型の生態

系は，堆積物上に形成されていることが特徴で，

メイオベントスを研究するためには，絶好の海域

と なｰ,ている。E ］本周辺|こ点在するこの様な生態

系 の中で，初島沖の水深1. 】00～1,200m の海 域

|と発達しているもの･こついて,1986 年の春に海洋

科学技術センターの ”しんかい2000 ’を用いて，

集中的な調査が行われた（橋本，1987 ； 太田蚋。

1987 ）が，ここでは， そのmiC,  DIVE  226 お

よび227 において，シロウイガ4 群集の内外から

得られた柱状堆積物試料を川いて，線虫 頭を中心

|こメ４オベントスの群築構造を解析した結果を報

告する｡

【 材料および方法Ｉ

DIVE  226,  227 の潜航地点などについては，

橋本（198? ）を参照されたい。 採集した堆積物

試料は. DIVE 226 のものは 畦状 のまま，また

DIVE227 のものは船上で２ｃｍ ごとに層別にし，

冷蔵保存した。陸上の研究室では，各試料を63

が

％のホjレ７ リンで陋丿定し，その中から， メイオベ

ントスを分別した。 メイオベント ス試料のうち，

線虫知lこついては，溶媒をグリセリン|こ置換した

プレパラートを作成し，徹分干渉顕微鏡を用いて

検鏡し，分類1斤1定を行-1た。



l 結果および考察】

今回の試料は，いくつかの研究目的のためＲ:非

定皿的1こ分割されたため，定量的な結果は得られ

ていないが， シロウリガイ群集内のメイオベント

スの個体数密度は，群集外の対照区1て比べて，高

い傾向にあった（表１）。 しかし，群築内での変

異も大きいので，その差は有意とは思われなかっ

た。群集内から得られた二つの試料の問|こ見られ

た，個体数密度の大きな差は，この生態系そのも

のの内部に も，かなりの環境の変異があることを

示唆してい る。

群集を構成している生物群を見てみると，群集

内では貧毛類が多数見られたのに対し，外部では

棘皮虫類（Ki・。rhynchfl.)が目立・た。浅梅域に

おいて，貧毛類は，有機物の供給過剰に起因 する

低酸素環境に特に多く見られ，一方棘皮虫類は，

有機汚染而城から最も早く姿を消すグループであ

ることを考え合わせると， 初鳥沖のシロウリガイ

群架は，浅海の有機汚濁海域にも似た遠元的な環

境|と発違しているように思われる。事実，有機物

Ｒ:よる汚染度の指標としてしばしば用いられる。

ネマトーダ・コペポーダ比は, DIVE  226 の試料

では極端に高く，また堆積物そのものも，硫化水

累の悪臭がかなり感じられるものだった。 シロウ

リガ･1群襲では， １平方メートルあたり10kg 以上

の現存髱さえ認められることがあることを考えれ

ば。餌量物質の極端な不足が特徽である深海生態

系でさえ，なお有磯物汚染域類似の環境も局地的

には発達しうるのだろう。

シロウリガイ群集内のメイオベントスが，有機

物汚染海域など|ごみられる，巌素|こ乏し く。還元

的で硫化物に富んだ環境の群集と同様の特徴を持

（表１） 採集されたシロウリガイ群集内外のメイオベントスの個体数

Ｎｕｍｂｅｒ ｏｆ meiobenthos collected ｉｎ and Outsides of the Hatsushima community

線 虫 類
Nematodes

植 脚 煩　 貧　毛　 順　 棘 皮 虫 順　 その仙

シロウリガイ群災内　Dive  226

（Ｈａtｓｕｓhima　　　Dive227

ｃｏｍｍｕnitｙ）

対 照 区　　　Dive  22?

（Ｃｏｎtｒol）

384

146

105
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20

12

0

12

0
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5

10

10
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つ こ とは ， 練 虫 類|こつい て の研 究 結 果 か ら も確 か

め ら れ た。 一 般|こ， 汚 染 海 域 では 種 の多 様 性が 低

‾Fす る こ とが 知 ら れてい る が， シロ ウ リガ イ群 集

内 の 綜虫 頚 相 は ， 対 照区| ご比 ぺ て 明ら か に 貧弱 で ，

種数 は わず か|こ半 数 しか な く ，ま た多 様度 指 数 も

かな り 低 い も ので あ-1 た｡( 表 ２) 。 そ の 上 ， 群集

内 と 対 照 区 と の 間 で ， 共 過 程 が 全 く存 在 しな か･１

た こ とは ， シ ロ ウ リガ イ群 集内1 と発達 し てい る 還

元的 な 環 境|こ酒 応 す るこ と が で き た ，数 少 な い程

だ け が ， そ こに 生 息 し て い る こ と を示 し てい る。

個 々 の 種 レベ ル でみ る と， シ ロウ リガ イ群 集 の

内 部 では ，∂,zμ ａｓ ｓｓ( Ｍ・nhysterida,  Xyali･

dae) の 一 種 が 最 も優 占 し てお り ， 特 にDIVE

２２６ の試 料 では ， 全560 個 体 中506 個 体 を 占 め

てい た。 こ の 試料 で は， 次 に ぶabati･eria  CChro･

madorida,  Comesomatid&e) の 一 種 が 多 く ， 他

に は ５植 を紹 め た1こ過 ぎ な か っ た。 一 方,  DIVE

２２７ の試 料 では ， 全 部で19 穗 が 確 認 さ れ,  Dapto-

tuma の 他lとは ，j4c1111 ｓｇｓａ(Ch ｒｏｍａｄｏrjda ，

Ｎｅ・chr・madorinae) の 一 種 か多 か っ た。そ れに 対

し， 対 照 区 で は ，∂ｓｓａ・,･ｍzxｓ(Ｍ ｏｎｈyｓtｅｒida ，

Ｌｉｎｈｏｍｏｅｉｄａｅ) の 一 植 ，Ｘyalidae の 一 種， お よ

びjVeg ゐｒa垪ａｄｏ忽(Ch ｒｃｍａｄｏrida, Ｎｅ()chｒｏｍａ-

do ｒｉｎａｅ) の 一 種 が優 占 し てい た。つ ま り ， 種 並 び

に 属 の レベ ル で は ， シロ ウ リガ イ群 築 と 対 照 区 の

線 虫 相 は 全 く 異 な る ものの ， 科ま たは 亜科 の レ ベ

ルでは ， 共 通 する も の が 優 占 し てい る こ とが 明ら

か に な った 。

シ ロ ウ リガ イ群 集内 の メ･1 オ ベ ン１ スの 今 一 つ

の 特 徴 は ，堆 積 物の 鉛 直 方印 こ， 殆 ど変 化 が 見ら

れ な い こ と で あ っ た。 一 般 の堆 積物 では ， 表層 と

深 層 とで ， 間 隙 水中 の 溶 存酸 素量 な どが 大 きく 異



表 ２　 シ ロ ウ リ ガ イ 群 襲 内 郭 の 線 虫 順 相 の 特 徴

The characteristics of nematode

ｆａｕｎａ　within th ｅ Ｃαﾉタp Ｍ ｇｇ竚α ｄｏｍｉｎａｎt

Hatsushima community

康　 煩　 数

（Ｎ０.0f species)

爾 多 様 度（Ｈ’）

（Speeie ｓ diversity)

平　 坦　 度

(  Evenness  )

群 集 内　　 群 集 外

（in ｓide ） （ｃｏｎtrol ）

19　　　　38

3. 】0

0. 45

4. 42

0.56

＊群築内と対照区とて共遡顧は存在しない。

な るため，両層に見られる線 虫相は全く異質のも

の となるが． シロ ウリガイ群襲内の線虫類相は，

表層のO － ２ｃｍ と，その下の層とで， 対照区Sこ比

表３　 線虫類相の堆積匏内における鉛直構造

Vertical structure of nematode

fauna within the sediment profile

多 様 度lt? 数 （Ｈ‘ ）

（8peeieS dn･｡risl ｙ）

群 集 内　　 群 桑 外

(insid 。） （oonlrol ）

O －Zcm　　　　　　　　2 ，21　　　3.97

2 －4C 叭　　　　　　　　 ２．Ｓ１　　　 １?S

4 －６ｅｍ　　　　　　　　 ２.29

蓑廱 と下層との墻Ｑ度幡数　　　0.S93　　0.193

（Similarll ｙ b≪iw≪*n ≫urfsc≪-

and SUbSurfaQ ● ･ub･ssembhlg とs）

れ な いな ど ，相 違 点 も少 な くな い 。 ま た食性 な ど

の 生 態 的 特 徴|こも達 い が み ら れ， チ オピ オ ース群

集 と 言 っ て もいろ い ろな タ イプ が あ るよ うに思 わ

れ る 。

チオ ピ オ ー ス群 築が 。 多 くの メ イ オ ベ ント ス 学

者 の 興 味 を 引 く 第 一の 理 由 は ， 硫化 物lこ富 み 酸 素

Ｒ:乏 し い環 境 が， 生 命の 歴 史の ご く 初 期の も の と

よ くに てい る た め であ る( Ｂｏａｄｅｎ，1975) 。 そ し

て この橡 な 環境 を 研究 す る こと に よ って 。 後４ 勦

物 の も っと も原 始 的な も のを 見 い だ し たり， 酸 素

を 必 要 と し ない 特 異な 酵 素 系列 を 持 つ 生 物が 発 見

さ れ る こ と が 期 待 され てい る 。 事 実 ， 初 島沖 を 初

め と す る チオ ビ オ ー ス群 集に 優 占 す る 緑 虫類 は ，

ほ と んど が 系統 的|こ最 も 古い と さ れ るMonhyste･

「ida に 屆 し てお り， ま た水 深1.500m 前 後 の 深 海

には ， 原始 的な 種 が 多 い の で ，い わ ゆる 生 きた 化

石Ｒ:相 当 す るよ うな 稙 を チオ ピ オー スの 綿 虫 か ら

発見 で きる か も知 れ な い。 しか し， 本研 究 か ら 得

ら れ た， 対 照 区 と シロ ウ りが４ 群 築 と で の緑 虫 相

の ，科 レ ベ ルで の 相 似 と 。 飆 ，種 レ ベ ル での 相 違

と い う結 果 か ら み る と ， む し ろ シロ ウ リ ガ イ群 築

内 の 總 虫 顋 は ， 還 元 的な 環 境に 周 辺 の 種 が 適 応 し

て 侵 入し た もの だ と 考え る 方が 自然 な よ うに 思 わ

れ る。 い ず れ|こし ても ， 初 禺 南 東 沖の 海 域では ，

シ ロウ リガ イを中 心 と し た特異 な 群 築 が 発 達 し ，

その 中 に生 息 す る メ イオ ベン ト ス もま た ユニ ー ク

な も のであ る こ と ， ま た 群 集の 内 部に もか な り の

変 異 があ る こ とが ， 今 回 の 研 究か ら 明ら か|こな・

た 。 今 後は ，よ り 多 く の 試 料 を 用 い て ， この 変 異

§こつい て 詳 細lこ把 握 し てい く こ と は 重 要な 研 究 課

題 だが ， それ以 前に こ の 生 態 系 仮:棲 息 す る種 が そ
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べて極めて高い 類似度 を示し。 鉛直的な 変化 の少

ないことを示 している（表 ３）。 既 に 述 ぺ たよう

に， シロウ リガ4 群集は，還 元的で 貧破素な環境

に発 逮してい るものとして特 徴づけられ， 一般の

海 域では堆積物の深層でしか見ら れないこの様な

環境が， 表層近 くまで 分布しているこ とが， この

生態系において堆観物の深濳 と表屑 との間|こ線虫

相の高い類ｌ 性を示す原因では ない かと考えられ

る。

ところで， 高濃度の有機物を含む湧水|こと もな

う，貧酸棄高硫化物の環境として は。４ － スト フ

ラワーガ ーデ ンと言う 名で呼ば れる， メキシコ禹

北部1と存在する生 態系 （水深70m ）が 有名であ る

（Ｐｏｗell et al.. 1983) 。この梅域で は，Ｇｎａth・-

stｏｍｕlida等を中 心とし た特異な メイ オベント ス

群 集が見られ，高 濃度の硫化物で 特徼 づけられ る

こ とからチ オピ オースと呼ばれて いる。 この４ －

ストフ ラワーガ ーデンのチオビ オース群 集内の線

虫類相(Jensen  , 1986) と初島 沖の シロウリガ イ

群 集（こ れも一種 のチ オビオ ースと言えるだ･ろう ）

の線虫頬相を比較 してみると， どちら もＭ・hy･

st・「jda 目が 大部 分 を 占 めて おり， その点 からみ

れば，よく似てい るとい える。 しかしな がら，チ

オビオースの特徴 とされ る，痩身な体 型は初島 沖

の群集では 余り顕著でな く， ま た科のレベルでは，

二つのチ オビオース群集Ｒ:共通のもの が殆ど みら
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れ ぞ れ 実 際に どの よ うな エ ネ ル ギー源|と依 存 し て

い る の か を ま ず 明ら か1こして 行 か ねば な らない 。

ま た ，チ オ ビオ ース群 集|こ鵬 する 動 物 違が ， 毒 個

の 強 い 硫化 水 素 に対 し てど のよ うに し て 耐性 を 蜀

てい る のか に つい て， その生 理 的特 徴な どか ら 餉

明 して行 く こと も， 興味 深 い 主題 とな る であ ろｉ
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